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飲
酒
運
転
根

絶
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け

17 16

新
春
に
誓
う
！
無
災
害
の
村

　
「
平
成
20
年
飯
舘
村
消
防
出

初
式
」
が
村
公
民
館
で
行
わ

れ
、
消
防
団
員
や
女
性
消
防

隊
員
な
ど
約
２
１
０
人
が
参

加
し
、
今
年
の
無
火
災
を
誓

い
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
は
、
荒
団
長
と

菅
野
村
長
が
あ
い
さ
つ
し
た

の
に
続
き
、
感
謝
状
贈
呈
と

表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
感
謝
状
贈
呈
で
は
、

昨
年
８
月
に
草
野
地
内
で
発

生
し
た
建
物
火
災
の
初
期
消

火
功
労
者
と
し
て
、
草
野
向

押
の
髙
橋
秀
一
さ
ん
・
ア
ヤ

子
さ
ん
・
佳
樹
君
、
髙
橋
成

子
さ
ん
、
庄
司
ヨ
ネ
子
さ
ん

に
菅
野
村
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続
や
退
職

団
員
ら
に
消
防
長
官
及
び
県

消
防
協
会
長
な
ど
か
ら
の
表

彰
状
が
、
そ
れ
ぞ
れ
荒
団
長

か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
舘
分
署
に
よ
る
と
、
昨

年
村
内
で
発
生
し
た
火
災

は
７
件
で
、
損
害
額
は
約

１
８
０
０
万
円
。
こ
れ
は
前
年

比
で
２
件
、
約
１
４
０
０
万

円
多
い
数
字
で
す
。（
詳
し
く

は
14
ペ
ー
ジ
の
消
防
統
計
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

▲出初式に先立ち団員らの服装を観閲する村長ら

月
に
１
回
の
ス
ク
ー
ル

を
開
き
、
地
区
の
大
人

が
交
代
で
先
生
と
な
っ

て
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
と
柏
餅
づ
く
り
や

餅
つ
き
、
炭
俵
づ
く
り

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、
ス
ク
ー

ル
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
と
保
護
者
が
役
場

を
訪
れ
、
自
分
た
ち
が

作
っ
た
炭
俵
を
菅
野
教

育
長
に
寄
贈
し
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

報
告
の
中
で
子
ど
も

た
ち
は
「
大
人
の
人
た

ち
と
一
緒
に
色
々
な
経

験
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」「
こ
れ
か
ら
も
、も
っ

と
多
く
の
人
と
活
動
し

た
い
」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

同
行
政
区
で
は
、
20

年
度
も
引
き
続
き
「
ま

で
い
ス
ク
ー
ル
」
を
行

う
予
定
で
す
。

▲自分たちが作った炭俵を菅野教育長へ贈る子どもたち

小
宮
行
政
区
「
ま
で
い
ス
ク
ー
ル
」
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１
６

消
防
出
初
式

▲村長から感謝状の贈呈を受ける髙橋佳樹君

　

小
宮
行
政
区
（
渡
辺

守
男
区
長
）
が
今
年
度

取
り
組
ん
で
き
た
「
ま

で
い
ス
ク
ー
ル
」。
こ
れ

は
、
週
休
日
な
ど
に
子

ど
も
た
ち
を
地
域
で
預

か
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
昨
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業

で
す
。
同
行
政
区
で
は
、

楽しかったよ、地域の学校
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
が
教
育
長
へ

活
動
報
告

▲飯樋地区ミニデイの皆さん

▲代表生徒へ雑巾を贈る老人クラブ代表

▲草野七副老人会元気会の皆さんと村長
　

草
野
七
福
老
人
会
元
気
会
（
椛

澤
元
一
代
表
）
と
飯
樋
４
区
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
皆
さ
ん
は
、
10

年
以
上
に
わ
た
り
役
場
な
ど
の
村

内
公
共
施
設
に
、
手
作
り
の
門
松

や
団
子
さ
し
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
新
年
も
、
立
派
な
門
松

と
華
や
か
な
団
子
さ
し
が
、
役
場

に
訪
れ
る
方
々
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
草
野
七
福
老
人
ク
ラ
ブ

女
性
部
で
は
、
会
員
が
古
着
や
タ

オ
ル
な
ど
で
作
っ
た
計
２
０
０
枚

の
雑
巾
を
、
草
野
幼
稚
園
と
草
野

小
学
校
、
さ
ら
に
飯
舘
中
学
校
へ

毎
年
贈
っ
て
い
ま
す
。

▲飲食店を訪問する駐在所の横田専門官

　

昨
年
12
月
10
日
か
ら
今
年

１
月
７
日
ま
で
の
29
日
間
、

県
下
一
斉
に
「
年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
年
末
年
始
は
忘
・

新
年
会
、
帰
省
者
の
増
加
な

ど
で
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
「
乗

る
の
な
ら　

み
ん
な
で
止
め

よ
う　

そ
の
一
杯
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
、
県
内
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

本
村
で
は
、
村
生
活
安
全

協
議
会
交
通
安
全
部
会
（
只

野
俊
部
会
長
）
と
飯
舘
駐
在

所
が
共
同
で
村
内
飲
食
店
15

店
舗
を
訪
問
。
営
業
主
ら
に

飲
酒
運
転
根
絶
チ
ラ
シ
や
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、
飲
酒
運
転
根
絶
へ

の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

村
防
犯
指
導
隊
（
菅
野
敬

隊
長
）
で
は
、
事
件
・
事
故

が
多
発
す
る
年
末
年
始
に
向

け
て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
５
人
の
隊
員
が

参
加
し
、
村
内
の
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
を
訪
問
し
て
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

▲飯館局を訪問する隊員ら

門松（草野七福老人会元気会）
団子さし（飯樋４区ミニデイ）
雑巾（草野七福老人クラブ女性部）

12月
・
１月

12
21

い
つ
も
善
意
を
あ
り
が
と
う

年
末
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル

12
27
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誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（12月21日から平成20年１月20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

ひとのうごき
（平成 20年１月１日現在）

	　	 今　月	 昨年同期	

	男	 3182 人	 3263 人	

	女	 3212 人	 3298 人	

	計	 6394 人	 6561 人	

	　	 1703 戸	 1745 戸

人　口

世帯数

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）

（－ 12 人）

（－ 26 人）

（前月比）

（－ 38 人）

（－ 16 戸）

◆◆◆12月１日〜31日までの人口動態	◆◆◆
	 転入	 4 人	 転出	 33 人
	 出生	 2 人	 死亡	 11 人

	 赤ちゃんのなまえ	 親の氏名	 行政区

	 届け出はありませんでした

	 氏　　　名	 年　齢	 行政区

	齋　藤　キ　ノ	 94	 宮　　　内
	村　上　廣　見	 82	 上　飯　樋
	三　浦　ミ　ツ	 92	 臼　　　石
	佐　藤　テル子	 85	 伊丹沢（関沢）
	細　杉　イ　ト	 90	 前　　　田
	佐　藤　次　男	 66	 大久保・外内
	青　木　　　馨	 84	 大久保・外内
	 ご冥福をお祈り申し上げます

	 氏　　　名	 行政区

西　内　　　忍	 大久保・外内
松　井　里　美	 大久保・外内
森　　　貴　徳	 臼　　　石
髙　槗　美　波	 伊達郡川俣町

いつまでもお幸せに

村
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
も
成
人
式

で
き
た
、
そ
の
年
々
の
苦
労
や
努
力
、
喜
び
や
成
果
を

お
さ
ら
い
し
て
み
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
言
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

村
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、

駅
伝
大
会
の
優
勝
を
は
じ
め
、
飯
舘
中
学
校
開
校
や
新

庁
舎
、
ほ
ん
の
森
、
い
い
た
て
ホ
ー
ム
、「
も
り
の
駅
ま

ご
こ
ろ
」
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
が
ト
ッ
プ
を
飾
り
、
さ
ら

に
は
時
々
の
催
し
や
事
業
な
ど
が
上
位
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
大
変
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
冷
害
、

台
風
、
長
雨
な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
や
、
大
雨
、

大
雪
な
ど
、
村
の
悪
天
候
と
の
闘
い
の
歴
史
が
、
こ
の

「
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
見
て
と
れ

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
が
、
こ
れ
か
ら
10
年

も
20
年
も
「
村
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
続
い
て
い
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
も
う
一
度
こ
の｢

10

大
ニ
ュ
ー
ス｣

を
整
理
し
て
み
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
集

ま
り
や
子
供
育
成
会
の
会
合
の
資
料
と
し
て
、
あ
る
い

は
学
校
の
総
合
学
習
の
教
材
と
し
て
使
っ
て
み
る
の
も

面
白
い
の
で
は
な
い
か
と
、
成
人
式
を
迎
え
た
「
10
大

ニ
ュ
ー
ス
」
発
表
中
に
頭
に
浮
か
ん
だ
こ
と
で
し
た
。

　

歴
史
を
振
り
返
ら
ず
し
て
、
未
来
は
語
れ
ま
せ
ん
し
、

進
め
ま
せ
ん
。
先
人
の
苦
労
と
努
力
の
足
跡
を
、
私
た

ち
は
も
う
一
度
謙
虚
に
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
び
と
り
、
そ
し
て
未
来
へ
の
飛
躍
の
バ
ネ
や

ヒ
ン
ト
に
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
　
　

平
成
20
年
１
月
28
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

ついに500日…次は1,000日

　

平
成
18
年
８
月
13
日
に
、
二

枚
橋
地
内
で
ワ
ゴ
ン
車
が
道
路

下
の
畑
に
転
落
し
同
乗
者
が
死

亡
す
る
事
故
が
発
生
し
て
以
来
、

村
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　

い
い
た
て
い
き
い
き
ク
ラ

ブ
（
庄
司
和
明
会
長
）
主
催

の
「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室
」
が
猪
苗
代
町
の
箕

輪
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
25
人
の

村
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
村
民
の
冬

期
間
の
体
力
づ
く
り
を
図
ろ

う
と
、
同
ク
ラ
ブ
が
「
い
い

た
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
林
良

蔵
会
長
）」
の
協
力
を
得
て
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
参
加
者
が
滑

走
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
の
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
指
導

員
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

１
20

白銀のゲレンデで
伸び伸びと

▲参加者全員で記念撮影

いきいきクラブ
「スキー・スノーボード教室」

　

年
末
に
な
る
と
、
ど
の
新
聞
に
も
「
今
年
の
10
大

ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
こ
と
で
、
県
内
版
は
も
と
よ
り
、

国
内
、
国
外
、
ス
ポ
ー
ツ
に
と
、
１
年
間
の
出
来
事
を

振
り
返
る
記
事
が
載
り
ま
す
。

　

飯
舘
村
に
は
全
国
で
も
珍
し
い
「
わ
が
村
の
10
大

ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
も
の
を
毎
年
村
民
の
方
に
選
ん
で

も
ら
い
、「
新
春
村
民
の
つ
ど
い
」
で
発
表
す
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
、
昭
和
63
年
分
を
平
成
元
年
の

「
村
民
の
つ
ど
い
」
に
発
表
し
て
以
来
、
毎
年
続
け
て
き

て
お
り
、
今
回
の
発
表
で
ち
ょ
う
ど
20
回
目
に
当
た
り

ま
す
。

　
「
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
で
す
か
ら
、
10
位
ま
で
の
発
表
が

中
心
と
な
り
ま
す
が
、
当
然
約
50
項
目
の
出
来
事
の
全

て
の
順
位
が
つ
い
て
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、「
確
か
な
村
の
歴
史
書
」
と
な
っ
て
い
る
訳
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
１
年
前
の
こ
と
な
ど
、
な
か
な
か
思
い

出
せ
ま
せ
ん
。
い
や
、
昨
日
の
こ
と
す
ら
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
「
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」
を
ひ
も
解

く
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち
の
先
輩
や
私
た
ち
が
歩
ん

12
27 村の交通死亡事故ゼロの日

の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

12
月
27
日
の
午
前
０
時
を

も
っ
て
、
目
標
の
５
０
０
日
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

生
活
安
全
協
議
会
交
通
安
全

部
会
（
只
野
俊
部
会
長
）
で
は
、

次
の
目
標
を
１
０
０
０
日
（
21

年
５
月
９
日
）
に
設
定
し
、
引

き
続
き
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

事
故
に
あ
わ
な
い
、
起
こ
さ
な

い
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
寒
い
日
が
続
き
路
面

が
凍
結
し
て
滑
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
慎
重
な
運
転
・

歩
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ �500日を表示した看板の前に立つ、左から駐在所の横田
専門官、交通安全部会の只野部会長、駐在所の川島部長
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村
の
農
業
将
来
像
を
ハ
ッ
キ
リ
と

農
業
委
員
会
が
建
議

　

村
農
業
委
員
会
の
北
原
経
会
長
と

菅
野
宗
夫
会
長
職
務
代
理
者
が
、
菅

野
村
長
に
平
成
20
年
度
の
農
林
業
予

算
編
成
に
関
す
る
建
議
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農
業
者

か
ら
の
声
を
踏
ま
え
、
農
業
振
興
と

農
村
活
性
化
の
た
め
の
関
連
予
算
確

保
な
ど
に
つ
い
て
、
毎
年
村
に
建
議

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
農
業
後
継
者
へ
の
手
厚

い
支
援
や
耕
作
放
棄
地
対
策
の
促

進
、
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
、
農

業
委
員
会
の
必
置
規
制
の
堅
持
に
関

す
る
事
項
な
ど
、
６
分
野
に
わ
た
る

予
算
確
保
及
び
対
策
に
つ
い
て
建
議

し
ま
し
た
。

▲�菅野村長に建議書を手渡す北原会長（写真右）と
菅野会長職務代理者（写真中央）

そ
れ
ぞ
れ
滑
り
方
を
練
習
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
寒
さ
を
忘
れ
、

広
い
ゲ
レ
ン
デ
で
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　

２
回
目
の
教
室
は
、
２
月

17
日
に
同
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

▲スキーを楽しむ参加者ら


